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みなと元町タウンニュース

きらら広場は広場？それとも道路？再整備イメージ検討中
合資会社ゼンクリエイト根津昌彦

　タウンニュース2021年10月号で報告
した通り、タウン協エリアの拡大に伴
い、JR神戸駅とハーバーロードの間にあ
るエリアでのまちづくり構想を『ハーバー
ロード・ワーキング』部会で2021年7月よ
り議論を重ねているところである。今号
では、同部会が取り上げているテーマで
ある、「きらら広場の有効活用案」「連節
バス元町商店街停留所設置候補地」の
検討状況について中間報告しよう。

　ところで、本紙を手に取られた方々は
「きらら広場」といって場所を連想するこ
とができるだろうか？図１の★印で示し
た元町商店街の西端、ハーバーロードを
渡ったところにある、かつて水の壁のモ
ニュメントがあった場所である（写真１）
　昨年10月の第4回ワーキングの場で、
神戸市道路管理課よりきらら広場の整
備から現在に至る経過を伺ったところ、
「え？そんなことだったのか！」という驚
きがたくさんあった。
　かつてこの場所にＤ５１が設置されて
いて（昭和53年に設置）、平成3～4年に
かけて行われたアーバンリゾートフェア
のタイミングでリニューアルされた。Ｄ５
１が現在の場所に移設され、代わりに水
泡が美しい水の壁のオブジェが新たな
顔として整備されたが、平成7年1月の阪
神・淡路大震災のあと停止。稼働しなく
なった水の壁の内部には苔が大量に発
生し、年間維持費が約400万円かかるな
ど維持管理の負担も大きかったため、平
成14～15年にオブジェの外枠だけを残
して、植栽スペースを拡大して再リニュー
アルしたのが、現在の姿であるとのこと。

数年前からは、都心のレンタサイクル
サービス「コベリン」の駐輪基地にも
なっている。衝撃の真実は、きらら広場と
いう名称がついた場所であるにもかかわ
らず、実は道路が変形して島状になった
「歩道」であるということ。さらに、タウン
協が神戸市との間で元町商店街のアー
ケード下の道路に関して締結している
「道路管理・活用協定」の協定対象とな
る道路の範囲がこのきらら広場を含ん

でいるというこ
ともわかり、現
状でも同協定に
沿った活用が可
能であるという
ことを知ったの
であった。
　11月、12月の
ワーキングで
は、きらら広場
のあり方や有効

活用のための再整備案などについて、意
見を出し合い、ワークショップ形式で大
きなスケールのきらら広場の図面を広げ
て、ベンチや植栽などの模型を使いなが
ら施設・機能配置を検討し、再整備イ
メージ案をつくった（写真２）。

　これまでの検討によって取りまとめた、き
らら広場の再整備方針案を以下に示す。
●元町商店街から神戸駅方面へ向かう
歩行者やハーバーロード西側歩道を北
上する歩行者が、きらら広場を最短距離
で通り抜けられる動線を確保する
●きらら広場の南側にある一方通行道路
の歩道と車道を入れ替えて、きらら広場
を拡張する
●きらら広場の北辺にあたる中央幹線道路

沿いに、連節バスのバス停留所を設ける
●きらら広場の東辺には高木の植栽を、
北辺及び南辺には低い植え込みなどを
適宜配置して、神戸駅からの歩行者が
元町商店街を見通しやすくする
●広場中央にはシンボルとなるモニュメ
ントを設置する
●広場の設えはできる限りフラットなフ
リースペースを大きく確保し、キッチン
カーイベントなどを行う際に、広場内に
キッチンカーが４台はレイアウトできるよ
うにする
●イベント対応のための電源を確保する
●コベリンのポートは、元町商店街側、関
西ビル横に歩道に移設する
●水の壁のフレームは撤去する
●既存の里程標・サイン、新設のベンチ
は適宜配置する。
今後は、きらら広場の南東の車道・歩

道に面する土地建物所有者の方々にアン
ケートを行い、きらら広場に対するご意
見を伺うほか、もとまちハーバー懇談会
やタウン協役員会などにも報告を行っ
て、タウン協拡大エリアのまちづくり構想
に盛り込んでいくことを予定している。
　昨年のクリスマスに、きらら広場で「モ
トロクHappy Holidays Night」という
イベントが行われた（写真３）。今後は、
神戸元町商店街道路管理・活用協定な
ども活かしながらイベント利用の実績も
重ねつつ、将来の再整備に向けたより
具体的な有効活用案の検討を継続して
いきたい。

■元町商店街でスタンプラリー

　栄町通まちづくり委員会は、３月11日
（金）10時から10時30分まで、栄町通を
中心に、ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転
車・バイクなどへの不法駐輪警告チラシ
取り付け作業など、栄町通クリーン大作
戦を実施した。参加者は、（元栄海三丁
目協和会）奈良山喬一、（㈱イーエスプラ
ンニング）三河晶子、（石倉デザイン）石
倉伸吾、（こうべまちづくり会館）木原正
剛、（神明倉庫㈱）藤尾憲弘・大西登記
子、（神明ロジスティクス）竹本善成、（広
島銀行）曽我部真介、（三鈴マシナリー
㈱）野田常美、（新光明飾㈱）中川俊・藤
田直之・西村友博・大森貴美子、（佐田
野不動産㈱）佐田野宏之以上、14名の
みなさんでした。毎月第２金曜日午前10
時、栄町通６丁目佐田野不動産前集合
の上、実施しています。お気軽にご参加
ください。
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編　集　後　記

■もとまちハーバークリーン作戦

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６

４月　２日（土）～４月　８日（金）
　『標的』・『発酵する民』・『彼女はひとり』
４月　２日（土）～４月１５日（金）『金の糸』
４月　２日（土）～４月２２日（金）
　特集「そしてキアロスタミはつづく」
４月　９日（土）～４月１５日（金）『帆花』
４月　９日（土）～４月２２日（金）『デカローグ』
４月１６日（土）～４月２９日（金）『誰かの花』
４月２３日（土）～４月２９日（金）
　『なん・なんだ』・「SILENT FILM LIVE」
【予定は変更になる場合がございます。】

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

４月　７日（木）～４月１２日（火）
　兵庫倶楽部写友会写真展
４月１４日（木）～４月１９日（火）
　第２８回いくた１５人展
４月２１日（木）～４月２４日（日）風景を描く
４月２８日（木）～５月　３日（火）
　元町の芸術家たち展

　元町商店街は自転車乗り入れ
禁止地区。自転車の方は押してい
ただくことになっている。
　これまでは各丁それぞれ自転
車乗入禁止の案内板を制作して
いたが、このほど全丁統一の乗り
入れ禁止案内板を制作、配置した。
これを記念、元町商店街では３月
１２日（土）・１３日（日）の両日スタ
ンプラリーを実施、先着百名の方
に、記念品として神戸タータン柄
のキーホールダーを贈呈した。

　３月２日（水）、もとまちハーバー懇談会では、正午１２時から
恒例のクリーン作戦を行った。奈良山会長をまじえエスタシオ
ン・デ・神戸チームのほか、ベルコ㈱からはお揃いのジャンパー
に身をかためた
女性チームも参
加、Ｄ５１広場
敷地内を含む神
戸駅までの歩道
に散乱するゴミ
などの収集に汗
を流した。

□読者プレゼント 観覧ご希望の方は、展覧会名・住所・氏名・年齢・本紙へのひと言を添え、本紙編集部までハガキで
お申込み下さい。先着順で、２名の方にペア招待券をお送りします。

◎「庵野秀明展」
会期：４月１６日（土）～６月１９日（日）
会場：あべのハルカス美術館
　　 （℡０６－４３９９－９０５０）
　アニメーター時代に参加した過去
の作品や監督、プロデューサーとして
活躍する最新の仕事までを網羅し、創
作活動の秘密に迫る展覧会です。

◎「バンクシ―って誰？展」
会期：４月２３日（土）～６月１２日（日）
会場：グランフロント大阪 北館
　　  ナレッジキャピタル イベントラボ
　　 （℡０５７０－２００－８８８）
　　  ※キョードーインフォメーション
 　　月～土11：00～16：00、日･祝は休み
世界各都市を巡回し人気を博した

「ジ・アート・オブ・バンクシ―展」の傑作
群を日本オリジナルの切り口で紹介する
意欲的な展覧会です。

◎特別展「大安寺のすべて
　　　　　  ―天平のみほとけと祈り―」
会期：４月２３日（土）～６月１９日（日）
会場：奈良国立博物館　東・西新館
　　 （℡０５０－５５４２－８６００）
1250年の時を経て今も大安寺に伝わる

９体の仏像は、奈良時代を代表する木彫群の
一つです。かつての伽藍の発掘調査で出土し
た品々からは往時の壮大な堂塔や華やかな
営みの様子をうかがい知ることができます。

◎「鈴木敏夫とジブリ展」
会期：４月２３日（土）～６月１９日（日）
会場：京都文化博物館
　　 （℡０７５－２２２－０８８８）
　高畑勲・宮﨑駿両監督と共に、
数々の世界を代表するアニメーショ
ン映画を世に送り出してきたスタジ
オジブリ・プロデユーサー鈴木敏夫
が「読んできた本」と「その時代背
景」に注目した展示会です。

重要文化財 伝馬頭観音立像　奈良時代（8世紀）奈良・大安寺後期重要文化財 伝馬頭観音立像　奈良時代（8世紀）奈良・大安寺後期 ©TS ©Studio Ghibli©TS ©Studio Ghibli
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バンクシー《ノラ》 Nola（Pea Green & Blue Rain）
2008年 個人蔵
バンクシー《ノラ》 Nola（Pea Green & Blue Rain）
2008年 個人蔵
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図１　きらら広場の位置図１　きらら広場の位置 写真１　関西ビルよりきらら広場を望む写真１　関西ビルよりきらら広場を望む

写真２　再整備イメージ案写真２　再整備イメージ案

写真３　2022年12月24日開催のモトロク
　　　　　　　　　　 Happy Holidays Nightの様子
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平野義昌

　生田神社西側に「啓明女学院」南校舎があっ
たことをご記憶だろうか。中山手通に北校舎が
あった。1983（昭和58）年須磨区に移転。同校
の歴史を遡ると多くの学校が登場する。
　プロテスタント・南メソヂスト監督教会の日
本伝道は遅く、当時三派あったメソヂスト派の
なかでも最後だ。1886（明治19）年、ウォル
ター・ラッセル・ランバス（1854～1921年）が日
本宣教師総理に就任した。父ジェームズ・ウイリ
アム・ランバスと母メアリー・イザベラ・ランバス
（以下、父・母ランバス）は長く中国伝道に献身。
ウォルターは上海で生まれ、アメリカで神学と
医学を修めた。イギリス留学後、中国で医療伝
道に従事していた。同年7月神戸居留地にランバ
ス父母が着任し、9月メソヂスト神戸中央教会
（現在の栄光教会）創立。10月同教会で鈴木愿
太（げんた）受洗。鈴木は東京英和学校（1874
年メソヂスト監督教会宣教師による「女子小学
校」が源流、青山学院の前身）出身、上海でラン
バス父母と行動を共にした。11月ウォルター神
戸着、教会内に「読書館」を開く。開館式では外
国人宣教師の挨拶、祈禱、聖書朗読他、砂本貞
吉が「米国の観察」と題して講演。砂本は広島
出身、アメリカで受洗し、故郷で伝道していた。
同年、父ランバスの支援を受け「広島女学会」
（現在の広島女学院）を創立。
「読書館」は聖書講義他、討論会、音楽会を開い
た。開館してすぐ、アメリカからW・P・パルモア
牧師が訪問、毎年100ドルと書物の寄付を申し
出た。彼に敬意を表わし、87（明治20）年「パル
モア学院」に改称。当初教室が定まらず、教会
本部は廃止を決めるが、母ランバスが存続を要
請した。8月北長狭通4丁目に教会と宣教師館
移転、日曜学校・婦人会を開く。昼間は母ランバ
スが女性たちに英語と編物、料理を教えた。夜
間は男子英語学校「パルモア学院」、ラテン語、
スペイン語、物理学、地質学、生理学も教えた。
　ウォルターは個人医院に出向いて内科・外科
の診療もした。89（明治22）年、原田村（現在灘
区）に伝道者養成とキリスト教に基づく青少年
教育学校「関西学院」を創立する。
　教会本部は母ランバスに女性のための学校
を提案し、300ドル援助。88（明治21）年「神戸
婦人伝道学校」設立、彼女が校長に就任し、婦
人宣教師I・M・ウォースらが教壇に立った。92
（明治25）年父ランバスが死去し、母ランバスは
一旦帰国。伝道学校は一時閉鎖するが、ウォー
スが再開。97（明治30）年母ランバス復帰。99
（明治32）年、中山手通4丁目に校舎を新設し、
「ランバス記念伝道女学校」と改称する。英語
を中心に数学、地理、歴史、生理、音楽、編物を
教えた。1904（明治37）年「ランバス記念保育
所」創立、ランバス母死去。09（明治42）年保育
所は「ランバス記念幼稚園」に改称した。補註1
　1910（明治43）年、J・S・オックスフォードが
「パルモア学院」に赴任。4年制実用英語課程を
制定し、タイプ科、速記科、ペン習字科を設けた。
タイプライターは古道具屋で購入（70円）した。
12（明治45）年院長就任、近隣の子女を集めて
バイブルクラスを新設する。14（大正3）年、男子
校タイプ科に女子が入学（日本人3名、フランス
人1名）。21～22（大正10～11）年女子志願者は
120名に達したものの、全員を収容できず。23
（大正12）年女子100余名を受け入れ、タイプラ
イター20台購入。教会本部は女子部独立と女
子商業学校を進言。ちょうど「伝道女学校」が
「広島女学校保姆師範科」と統合、大阪に移転

して「ランバス女学院」（のち「聖和女子大学」、
2009年「関西学院」と合併）となる。中山手通
校舎に「パルモア学院女子部」が開校した。C・
G・ハランドが初代院長に就任。25（大正14）年
「パルモア女子英学院」（Palmore Women’s 
English Institute）と改称。英語科121名、商業
科（速記・タイプ）144名、外国人教師・講師4名、
日本人4名。28（昭和3）年、教会本部から7万3
千円超の献金を受け、校舎を増築。講師として
関西学院、神戸女学院、神戸商業大学（神戸大
学の前身）の教員が来ていた。註1
　初期卒業生の回想がある。入試学力不足者
は1年ベビークラス在学のうえ再受験の制度が
あったこと、卒業論文は英文で教会本部が審査
したこと、英語科同期入学40名のうち卒業は9
名だったことなどを語っている。註1
　戦争の足音が次第に宗教教育を圧迫してい
く。既に1899（明治32）年の文部省訓令と私立
学校令が自由な宗教教育を規制していた。「学
校」と認可されれば上級学校への進学資格や
徴兵猶予を得られる。信教の自由を選び、青山
学院など「各種学校」に留まった学校もある（補
註2）。1940（昭和15）年は紀元二六〇〇年に当
たる。4月宗教団体法施行、仏教もキリスト教も
教派整理統合が進んだ。6月メソヂスト神戸中
央教会は「日本基督教団」所属となり、アメリカ
本部と断絶。学校への補助金はなくなり、理事9
名全員と院長は日本人になり、校名は「パルモ
ア女子英学院」から「啓明女学院」に変更（翌年
4月から改称）する。その状況で校章・校歌を制
定。前者は英語略称「P・W・E・I」をデザインし、
後者はS・W・ヒルバン（関西学院教授）作詞の
英文School Songである（補註3）。12月17日付
「神戸新聞」は同校を、「特異学園の新体制　ブ
チ破る外国依存　パルモア英学院が啓明女学
院へ」（写真）と報道している。年が明けると、外
国人教師・宣教師の帰国が始まり、3月29日ハ
ランドとオックスフォードが神戸港出航。窪田学
蔵院長のもと、教師・講師陣は敵国語の非難を
受けながら伝統の英語教育を守った。窪田は
「パルモア学院」（改称「成蹊学院」のち「大東亜
学院」）院長も兼任。
　戦中の職員日記から拾う。昭和16年9月出征
家族調査。10月銃後奉公強調週間（授業中に
武運長久と英霊感謝の黙祷）、全校生徒慰問
文・絵画提出、授業中空襲警報、戦勝報道を受
け皇居遥拝・君が代。昭和17年3月陸軍記念日
（海ゆかば・君が代）、連隊司令部に慰問袋12
個届ける、4月神戸に初空襲（1機、焼夷弾3発）、
校庭にて町内会防空演習。昭和18年1月暖房
石炭なし、2月大詔奉戴日（戦争完遂のための
国民運動）院長訓話。同年3月12日をもって日
記空白。註1
　戦中、県から学校法人化を認められず、1943
（昭和18）年、窪田は「明美高等女学校」（日本
基督教団東部教会）の飛田昌久校長に学院存
続協力を依頼し、合併。戦後、飛田が院長にな
り学院財団設立、高等女学校認可、新制中学
校・高等学校開設となる。49（昭和24）年学校
法人認可。同年ハランド元院長が再来日し「啓
明」を訪問後、63（昭和38）年まで長崎県と青
森県の系列校で教壇に立った。
　さて「啓明」南校舎のこと。戦後のベビーブー
ムにより入学者が急増する。1958（昭和33）年
中学1年入学28名のところ、59（昭和34）年は
75名、60（昭和35）年には211名、中・高在学者
は創立以来最多の943名になった。同年アメリ
カ本部から献金を得て、下山手通2丁目に土地

を取得。ここは前回紹介した「幼きイエズス修
道会」の外国人学校「聖マリア女学校（エコー
ル・セント・マリー）」（54年閉校）があった場所。
歓楽街の間近に聖なる女学校が復活した。
　夜間「パルモア学院」のこと。戦前期卒業で
きたのは入学者の3％と言われる。戦中も勤労
青年のための英語教育を貫き、中国語・マレー
語も教えた（註2）。戦後、受講者が増加、4年制
の専門学校になった。アメリカ本部が外国人教
師の給料を負担し、他校より授業料は安かっ
た。1960年代には年間2500人の生徒が在学、
卒業者は1割程度とやはり難関。80年代から英
会話学校増加・競合で生徒減少。90年代には
外国人教師帰国、授業料値上げなど、経営が
悪化。2007（平成19）年に中央区相生町に移転。
2020（令和2）年12月、居留地以来の英語教育
の場を閉じた。註3
　元町学校巡りの最後に、戦後の新制中学校
について。1947（昭和22）年諏訪山小学校内に
「神戸市立生田中学校」が開校。翌年北長狭通
4丁目（旧長狭小跡地）に「長狭中学校」分離、
校庭は細長く狭く、テニスコートとバレーボール
コート各2面がやっとだった。「生田中」は山手
小学校に移転した後、51（昭和26）年中山手通
7丁目の新校舎に移る。同年「長狭中」は校名
変更して「神戸中学校」。定時制「市立兵庫高等
学校」が同居していた（現在「市立摩耶兵庫高
等学校」中央区東川崎町）。90（平成2）年に「生
田中」「神戸中」は統合し、現在の「神戸生田中
学校」となった。

註1　『Sixty Years of Memories』啓明女学院60年誌
編集委員会編　同女学院発行　1983年
註2　黒澤一晃「戦時下の英語教育　神戸での一体験」
https://www.jstage.jst.go.jp/art icle/hisetjour-
nal1986/14/0/14_15/_pdf
註3　「朝日新聞」2020.12.22夕刊
写真　「神戸新聞」1940年12月17日
補註1　日野原重明聖路加国際病院名誉院長（1911～
2017年）は同園卒。父・善輔は神戸メソヂスト中央教会牧師。
補註2　青山学院は文部省と交渉を重ね、特典回復に努
力した。Web「AOYAMAGAKUIN PLUS＋」
https://aogakuplus.jp/story/20200529_01/
補註3「学院史」は「学院草創期のパルモア女子英学院の
伝統と精神を象徴」（上掲註1）と誇る。
参考文献
●『神戸と聖書　神戸・阪神間の450年の歩み』
（同編集委員会編　神戸新聞総合出版センター　2001年）
●吉野丈夫『神戸と基督教』
　（神戸伝道100年史刊行会　1975年）
●『神戸市立中学校創立40周年記念誌』
　（神戸市教育委員会・市立中学校校長会　1987年）
●『定時制教育　神戸市立高等学校定時制教育30年記念誌』
（神戸市教育委員会・同定時制教育振興会　1978年）
引用文は適宜新字・新かなに直した。

元町駅周辺（7）　学校その7

海という名の本屋が消えた（101）
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